
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：岩手県第７教区第１７９番圓滿寺 

住所：岩手県一関市山目字舘６ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂、庫裡が全壊した。 

・その他の建物や境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 

・庫裡に住居している。地震により基礎部分が損壊したため全壊判定、本

堂、会館を全撤去した。庫裡、開山堂は存在するものの、仮設プレハブ

での檀務を強いられ、厳しい状態にある。 

檀信徒の現状 

・震災で自宅に住めなくなった檀信徒がいる。檀信徒の居住先はほぼ把握で

きているが、転居先が不明な方もいる。 

・寺院護持に対する温度差があり、複数の檀家が離檀し、離信した信者も 

多い。 

地域の現状  － 

復興の状況 
・檀信徒も被災しているため復旧のための寄付は望めない。 

・経済的な問題もあり、復旧の目途は立っていない。 

（H25.10.17現在） 

 

  
 

プレハブを仮本堂として檀務を行っている。右写真中央には以前本堂があった。解体撤去され、

更地となっている。（撮影 H25.11.27） 


